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実に震える指で触れてゆこうと試みている。彼女はそのように私たちの身体や私達の棲むこの世界、私た
ちが生きる時間（過去、現在、未来）とはこのように危うく不安定な系をつくっているのだということを
視覚的に報告しようと試みている。博士展に一緒に展示していた小品二点。本仕立ての作品とアッサンブ
ラージュの作品は彼女の制作のキーワードである連続、連結というキーワードが頁ごとに、あるいは種々
のフラグメントの接合部にごく自然に生き生きと視覚的効果を見せながら表現されているように見えた
のが印象的であった。作品審査に関しては主査である三井田盛一郎先生を始め宇野邦一先生、ミヒャエル・
W・シュナイダー先生、八谷和彦先生全員が修了作品を高く評価し、彼女のこれからの美術家としての更
なる成長と活躍を期待した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
題目にある作品と論文は、どちらも申請者である柯毓珊の身体に起こった事件を契機として始まる。美術
や絵画、版画としての表現と言葉による表現は、柯毓珊にとって並行関係を持って進んできたようである。 
 並行関係(パラレルワールド)は、一つのキーワードとなり機械と肉体身体、絵画と版画、ロボットと人
間という対の概念を見付け出す。彼女はこれを一見クロスさせ融合させようとしているように見える。し
かし、マシーンやコンピュータの世界と有機的な身体や肉体、生体の世界は並行的に進むのだ。このよう
な世界の並行性は、論文の構成と執筆のプロセスにも現れる。執筆開始の段階では一般的な章立てがなく、
孤立した島のように複数のエッセイが並立し、論文としての統合は最終段階となって行われた。また、完
成された論文は形式としてもユニークで、左右見開きで異なる内容、左に自身の作品図版とこの作品世界
から発せられるような詩的なテクストが、右ページには本論としての論考が、配置されている。本論の部
分で自作についての言及が行われるとしても、あくまでも論者としての批評行為としてあり作品そのも
のに交わることは無いのだ。このことは美術表現と言語の関係をモデル化していくような表現であった
ともいえるだろうし、版画や絵画の形式で表現される作品が、言語とは直接交わることなく、彼女の使用
するところでの言語的であったといえる。 
 提出された作品「未来都市シリーズ 版画構成元素」は、手描きされた小さな機械パーツのようなイメ
ージをシルクスクリーンプリントの版にすることで、無限の転写行為が繰り返され、際限のない増殖を感
じさせるものである。並行世界(パラレルワールド)に展開する何かを私たちの尺度で捉えようとすれば、
何ものかと交差させ、接続してみるしかない。そこでここに、ロボットや未来都市といったイメージが、
交差接続される。論文には、ロボット論、メタボリズムを例に取った都市論、SF（science fiction）を
めぐる漫画、アニメ、映画に関する論考が展開していく。 
 もう一度彼女の身体に起こった病の問題、治療としての手術やそこから連想的に広がった移植医療や
SF世界とも関連づけられるクローンなどの問題に目を移してみる。現実の世界においても可能性として
の身体は無限に際限なく増殖や置換が可能となる。マシーンとしての無限増殖と生体身体としての無限
増殖というモデルは、どちらかがどちらかに侵入し接続されての出来事だろう。論文の目論見として“ド
ゥルーズ”の哲学に寄り添ってみることがあった。これは必ずしも十分な展開が得られなかったし、成功
はしなかった。しかし、重要な概念としての“器官なき身体”は、継続的に意識されていたようである。
論文の終章で「ロボット表面を意識させる質感を支持体として、この上に機械パーツのようなイメージが
結合と切断を繰り返す」ということを述べることで、彼女としての器官なき身体である「ツルツルとした
ロボットの外殻」が作品イメージ（シルクスクリーンからのプリントやドローイング）の支持体として準
備される。そして、この磨かれた白い表面が器官なき身体に見立てられていくプロセスが明かされること
になった。 
 以上のように、この課程博士における博士号申請作品と論文は、ユニークであるとともに、申請者の作
品内容と思考を作り上げるプロセスとしても高く評価できるものあり、審査グループは博士号取得に的確
であると判断した。
